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あわあそび 

～あわで描こう～ 

 

小 

グループ学習 

低学年 

すみれ たんぽぽ 

（図画工作） 

 

 

露野潤子 

＜ねらい＞ 

  ・教師と一緒に素材の感触を楽しむ。 

・手指や道具を使って自分からいろいろな素材に働きかける。 

＜児童の活動内容＞ 

  ・ボディーソープを泡立てスポンジにつけていっぱい泡を作った。泡で思い切り感
触あそびを楽しんだ後、作品を描いた。作品は、絵本「ノンタン あわぷくぷく
ぷぷぷう」を大型絵本にしたものを見た後、絵本に出てくるキャラクターを選ん
で取り組んだ。うさぎ・たぬき・ぶた・くまに取り組んだが、一番児童が意欲的
に取り組んだ初回のうさぎは、作品展にも出品した。 

  ・作品にする際は、作った泡に絵の具とボンドを混ぜてかき混ぜ、下絵を描いた画
用紙の上に盛り付けて、目や耳、鼻等のパーツを置いた。しばらく置いておくと、
水分がなくなって乾き、泡の形状が平面になって残った。 

＜良かった点＞ 

  ・感触あそびが苦手な児童と好きな児童がいるグループで、どちらも意欲的に楽し
めるように。泡に直接触れない児童には筒に靴下をはめて息を吹き込むことで泡
が出てくる道具を使ったり、お玉や泡立て器の道具でかき混ぜたりするようにし
たので、すべての児童があわあそびを楽しむことができた。 

＜改善点＞ 

  ・泡をたくさん作る必要があり、教師が一緒に取り組んだが、児童が途中で集中力
がなくなることがあった。泡は事前に作ってもすぐになくなってしまうので一気
に作る必要があって早く準備する方法があればもっと手軽にできると感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    たんぽぽグループ          すみれグループ 

＜材料＞ 

  ・ボディーソープ・泡立て用スポンジ・お玉・泡立て器・たらい・絵の具・ボンド 

四つ切り画用紙・目、耳、鼻等のパーツ ※泡立て用の筒、靴下 

＜費用（購入先）＞ 

  ・すべて１００円均一店で購入 合計９００円程度 ※一人３００円 

（今回はダイソーで購入） 

 



 


